
「eラーニング」に関する課題について 資料３-１

課 題 検討項目と取組の方向案 検討時期

１．開発・実施の計画的な
実施

（１） 開発・実施スケジュール

 資料３-２に示すスケジュールで開発・実施してはどうか。

第4回（今回）
企画検討会で

検討

●

２．各コンテンツの内容等
の開発

（１） 「eテスト」の内容

 「eテスト」を効果的に実施するため、テストを数多く作成・蓄積し（テ
ストバッテリーの構築）、その中から出題する。

・ 第１期に引き続き、第２期でも講師から収集する。

・ 第６階層の具体化 （第７階層の作成）の結果を活用し、テストを
作成する。

 テストバッテリーは、有明の丘研修で実施する「確認テスト」でも活
用する。

・ 第２期から各単元ごとに確認テストを実施する。

第4回（今回）
企画検討会で

検討

●

（２） 「スライド学習」の内容の具体化 次年度検討 ●

（３） 導入するLMSの選定のために、必要な機能の整理 次年度検討 ●

テスト
バッテリー

eテスト 確認テスト

研修指導要領
（研修体系）

eﾗｰﾆﾝｸﾞ 有明の丘研修

図 テストバッテリーの蓄積・活用のイメージ

取組時期

H28 当面 将来
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